
届けたい想い、伝えたい気持ち、 
    ルミナリエバッグに記してみませんか・・・ 

●主催：リレーフォーライフ関西実行委員会／公益財団法人日本対がん協会 ●共催：特定非営利活動法人芦屋市体育協会 
●後援：厚生労働省／兵庫県／芦屋市／芦屋市教育委員会／兵庫県医師会／芦屋市医師会／市立芦屋病院／他（予定） 

PM４:00開会式  AM８:30ごろフィナーレ 

    （プレイベントがん体験者の語りはPM1：00、サロンかたり亭はPM2:00スタート） 

土 日 

ルミナリエバッグとは、がん経験者であるサバイバーさん、
その方を支えるご家族やご遺族であるケアギバーさん、 
その方たちを応援するサポーターさん、それぞれの想いが
書かれている白い紙袋です。 
 
リレー・フォー・ライフの会場では、ルミナリエバッグが 
トラックの周りに数百と並べられ、中に灯りが灯ります。 
その灯りは夜を通して歩く方やランナーの足元を照らし、
想いが込められたメッセージとともに浮かびあがります。 
それはとても感動的ですべての人々に元気をあたえます。 
 
ルミナリエバッグには、がんと闘う方の誓いの言葉や、 
乗り越えてきた方の力強い言葉、大切な方への応援 
メッセージ、支えてくれた方への感謝の気持ち、 
そして旅立たれた方に届けたい想いなど、 
さまざまなメッセージを書くことができます。 
想いを込めたお手紙や、応援する方の大好きな絵、 
イラストでもかまいません。 
 
あなたもぜひ、大切な方への想いや、ご自身の想いを 
ルミナリエバッグに記してみませんか。 

ルミナリエバッグは蝋引きの白い紙袋で１枚５００円以上の 
ご寄付をお願いしております。 
（高校生以上の方に任意でお願いしております） 

がん征圧、がん患者・ご家族・ご遺族の支援を目的としたチャリティ活動 



口から５㎝は 
折り曲げにより 
見えなくなります。 

下から５㎝は光が
あたりません。 

◎両面にそれぞれ違うメッセージを書いたり 
  片面はイラストを描いていただいてもかまい 
    ません。 
◎必ず油性マジックやクレヨン等、 
  水に強いペンで、なるべく太く書いてください。 
 （水性ペンは雨で消えてしまいます。） 
◎ルミナリエバッグの中にLEDライトを入れ、 
  夜通し、灯りが灯されます。 
 
 

◎事前に実行委員会までお問合せいただいて、 ご住所・連絡先をいただければメール便 
  等でお送りいたします。 ルミナリエバッグは当日お持ちいただき受付をした後、 
  ルミナリエテントでご寄付とともにお渡しください。 
                                    お問合せ先：info@rfl-ashiya.net   

◎がんと闘ってきたあなた、今も闘うあなた… 
 

  ☆きっと、ぼく以上に君は辛かったんだと思うよ。だけど、 
    いつも笑顔でそばにいてくれたから乗り越えられたんだよ。ありがとう… 

◎がんで大切な方を失ったあなた… 
 

  ☆1秒ごとにあの日から遠ざかっていくけど、 
  ときどき、胸の中があったかくなるんだよ。ここにいるんだね… 

い
つ
も 

 

い
つ
も 

 
 

あ
り
が
と
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◎がんと闘う方を支え続けている、あなた… 
 

  ☆ダイジョウブ、ダイジョウブ、ダイジョウブ！ 
   あなたが強い事、私が一番知っているから… 

♡ リレー・フォー・ライフ・ジャパン芦屋のことを知ってください。 
  ホームページ   http://relayforlife.jp/ashiya/    
  フエイスブック  https://www.facebook.com/rfl.ashiya/  
♡ お問合せ先    info@rfl-ashiya.net  
♡ 協賛・ご寄付の振込先  
  郵便振替口座：００９７０－０－３１９３２５ リレーフォーライフ関西実行委員会 

リレー・フォー・ライフとは、1年を通じてがん征圧のために

取り組むチャリティープログラムであり、がん体験者、ご家
族、ご遺族を支援するイベントです。このイベントで集めら
れた募金は、がんの新しい治療法や新薬開発の研究費の
助成、医師、看護師などによる面接と電話による相談、 
若手医師育成支援などに使われています。 

☆「会いたい」って言えないけど、「会いたい」といつも想っているよ・・・ 

☆看護師さん、私の家族まで支えてくれて、ありがとう 

☆治療がおわったら、おいしいものをいっぱい、いっぱい食べにいこうね！ 

～ルミナリエバッグには、このようなメッセージが書かれています～ 

幅１５㎝ぐらい 

高
さ
30
㎝
ぐ
ら
い 

          ※過去、リレー・フォー・ライフ・ジャパン芦屋でルミナリエバッグに書かれたメッセージより 


